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《日建連表彰 2020 第1回土木賞受賞プロジェクト・構造物》　阿蘇大橋地区斜面防災対策工事／天ヶ瀬ダム再開発トンネル放流設備流入部建設工事／荒瀬ダ
ム本体等撤去工事／国道45号夏井高架橋工事におけるi-Bridgeの取組み／鶴田ダム再開発事業／阪神高速道路大和川線シールドトンネル工事／福島第一原
子力発電所陸側遮水壁（凍土壁）／三種浜田風力発電所建設プロジェクト／八ッ場ダム本体建設工事／横浜北線鉄道（JR、京急）交差部新設工事／【特別賞】
湖陵多伎道路多伎PC上部工事

土木賞は、募集の前年末までに概ね竣工した土木分野のプロジェクト・構造物を対象に、事業企画、計画・設計、施工、及び維持管理などに
関する総合評価により選考を行います。選考に当たり、特に、施工プロセスの視点（施工プロセスの改善、良質な社会資本の効率的創出、土木
技術の発展・伝承など）を重視しています。

鶴田ダム再開発事業  概要
● 工　種　ダム（再開発）

● 発　注　者　国土交通省九州地方整備局川内川河川事務所
● 施設管理者　国土交通省九州地方整備局鶴田ダム管理所
● 設　計　者　日本工営㈱、㈱建設技術研究所
● 施　工　者　鹿島・西松特定建設工事JV、日立造船㈱
● 関　係　者　(一財)ダム技術センター、豊国工業㈱、㈱IHIインフラシステム、
　　　　  　　アジア海洋㈱、協拓建設㈱、寄神建設㈱

● 所 在 地　 鹿児島県薩摩郡さつま町神子地内
● 着工年月　2011年2月
● 竣工年月　2018年10月

　
鶴
田
ダ
ム
は
、鹿
児
島
県
北
部
の
川

内
川
の
中
流
域
に
位
置
す
る
重
力
式
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム（
一
九
六
六
年
完
成
）

で
あ
る
。本
再
開
発
事
業
は
、二
〇
〇
六

年
七
月
の
記
録
的
集
中
豪
雨
に
よ
る
川

内
川
流
域
で
の
洪
水
被
害
を
受
け
、当

該
ダ
ム
の
洪
水
調
整
容
量
を
約
一・
三

倍
に
増
量
す
る
と
と
も
に
放
流
施
設
を

増
設
し
た
も
の
で
あ
り
、二
〇
一
七
年

に
制
定
さ
れ
た
ダ
ム
再
生
ビ
ジ
ョ
ン
を

代
表
す
る
ダ
ム
再
生
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

　
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
本
事
業
を
成

し
遂
げ
る
た
め
の
最
初
の
課
題
は
、地
元

住
民
と
の
合
意
形
成
に
よ
る
事
業
の
早

期
着
手
で
あ
っ
た
。本
事
業
で
は
住
民
、

行
政
、有
識
者
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
な
三
者

協
議
を
通
じ
て
洪
水
調
節
方
法
や
情
報

提
供
方
法
を
見
直
す
こ
と
に
よ
り
早
期

の
合
意
形
成
に
成
功
し
、洪
水
か
ら
八

カ
月
で
の
事
業
着
手
を
実
現
し
た
。

　
次
の
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、貯
水

位
を
維
持
し
た
ま
ま
設
計
水
深
六
五
㍍

の
大
水
深
下
で
削
孔
幅
六
㍍
と
い
う
国

内
最
大
級
の
堤
体
削
孔（
五
本
）を
行

う
前
例
の
な
い
施
工
作
業
を
伴
う
点
で

あ
っ
た
。視
界
の
悪
い
大
水
深
下
で
の

潜
水
作
業
を
効
率
よ
く
進
め
る
た
め
、

本
事
業
で
は
、造
船
技
術
を
応
用
し
た

浮
体
式
仮
締
切
工
法（
特
許
取
得
）を

新
た
に
開
発
・
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
水
中
で
の
作
業
を
最
小
限
に
抑
え
、

更
に
、飽
和
潜
水
の
採
用
や
綿
密
な
工

程
管
理
な
ど
の
工
夫
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、施
工
精
度
の
向
上
、施
工
効
率
の
約

六
〇
％
の
向
上
、約
二
〇
％
の
工
費
削

減
を
実
現
し
た
。

　
こ
の
他
に
も
、運
用
中
の
ダ
ム
の
安

全
性
を
担
保
す
る
た
め
の
数
値
解
析
や

現
地
実
証
実
験
、Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
導
入
に
よ

る
構
造
物
不
可
視
部
の
可
視
化
や
、堤

体
削
孔
で
発
生
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
殻

の
Ｃ
Ｓ
Ｇ
盛
土
材
と
し
て
の
再
利
用
に

よ
る
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、若
手
技
術
者

の
積
極
的
な
登
用
や
現
場
見
学
会
に
よ

る
技
術
伝
承
、ア
ウ
ト
リ
ー
チ
な
ど
、

様
々
な
先
端
技
術
や
工
夫
が
積
極
的
に

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。こ
れ
ら
に
よ
っ

て
、土
木
賞
の
選
考
で
重
要
視
す
る
事

業
企
画
、計
画
・
設
計
、施
工（
効
率
化

や
技
術
伝
承
な
ど
）、環
境
、維
持
管
理

の
向
上
が
高
い
レ
ベ
ル
で
実
現
さ
れ
て

お
り
、日
建
連
表
彰
土
木
賞
に
値
す
る

も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

鶴
田
ダ
ム
再
開
発
事
業詳細や他の写真などは

左記のQRコードからWebページに
アクセスしてご覧ください。

1. 貯水位を維持した上での大水深施工
2. 自由断面掘削機による堤体削孔（堤体下流面）
3. 上流仮締切内における貫通作業の様子
4. 貯水池湖面上での浮体式仮締切組立作業
5. 上流仮締切設置状況（右が浮体式）

受
賞
理
由
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